
【学校運営協議会・会長】
学校運営協議会（学校評価分）第１回　　　4月18日（木）
　　　　　　　　　　　　　　第２回　　　6月13日（木）
　　　　　　　　　　　　　　第３回　　　9月19日（木）

９月 １２月

意　　見
達成値 達成値 達成度 評価

65 67 4

67 72 4

82 83 4

79 79 4

73 73

74 69 4

71 75 4

75 75 4

82 79 4

75 66 4

80 76 4
平均値 4

　「なるほど塾」「夏の八小塾」などの○付けなどの協力
には、地域の方々で編成される「お手伝いクラブ」のメン
バーも加わり協力。人数もほぼ充足できていると考える。
楽しい雰囲気で学習。今年度は武蔵村山高校の生徒さんに
もお手伝いいただいた。これらの学習機会での児童の効果
について確認したい。

　協議会では「児童の安心・安全を考える」をテーマに取
り上げ現状把握、課題について全員討議を行っている。こ
の活動をより具体化させたい。

　徳育科推進モデル校としての役割を果たしている。「挨拶運
動」も浸透している。挨拶は、「相手の顔」を見て、また、された
方も「挨拶返し」が重要であり、我々も気をつけたい。

　地域の方々で構成する「お手伝いクラブ」のメンバーに
よる活動の中に「安全確保」「体力増進」も含まれてお
り、学校側の期待に応えられていると思う。更に充実させ
たい。
　また、全教員も加えての協議会を年１回行っており、協
議会の活動に対する要望などを提案いただき活動に反映さ
せている。

　若い教員が多いが、児童は「お兄さん」「お姉さん」と
親近感をもって、明るい雰囲気があるのは好ましく感じ
る。

【達成度】＝［達成値］／［目標値］
【評価】　Ａ：8割以上→目標達成とみなし新たな目標設定　　　　Ｂ：８割未満5割以上→8割を超えるまで継続実施　   　　Ｃ：5割未満→目標の見直し

91 A

・校内研と併せて授業作りをしたので意識は高まったと
思う。
・意識はしているが、児童が考えづらそうな授業になっ
てしまうことがある。
・問題解決型の授業を専科では充分に取り組めなかっ
た。

・思考力、判断力、表現力を育成するのに八小スタンダー
ドを継続する。
・単元を通して八小スタンダードが活用できる学習内容を
中執しておく必要がある。

◆(中期)　児童の健全育成、
　安全対策を推進するため
　に、地域・家庭との連携
　を深めること

◇教員それぞれが、年間６回程度PTA活動や地域行事へ
　参加する。
◇学級からの配布物、電話、面談、家庭訪問などの手段
　を用いて、適宜保護者と連絡を取る。

○(自己評価)肯定的評価の
　割合
○(保護者アンケート)肯定
　的評価の割合

80

A

・ＰＴＡ活動に参加することで、地域の実態を知ること
ができた。
・家庭の都合で地域の行事にはなかなか参加できなかっ
た。
・電話や連絡帳、情報共有ファイルなどで保護者と適宜
連携を図ることができた。

・学校・学年・学級の通信や連絡メール、ホームページな
どで学校での様子を随時伝えるようにする。
・地域訪問を早期に確実に実施できるように、訪問の期間
を長く設定する。97

A

・児童は真剣な態度で取組んでいて、児童評価も高かっ
た。
・避難訓練の目的を明確に伝え、意識を高くもたせて取
り組めた。

・より災害が起ったときと同じような環境にするため「予
告なし」の避難訓練を年４回設ける。
・児童も自転車保険に加入する必要性が出てきたため自転
車に係る安全指導に重点を置く。

A

教
師
と
し
て
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質
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上

◆(中期)　「思考力・判断
　力・表現力」の育成を目
　指し、問題解決型の学習
　過程を身に付けること

◇全教員が「八小授業スタンダード」に基づいた授業を
　１週間に５回以上行う。
◇全教員が「一人一研究」に基づいた研究授業を年２回
　以上行う。

○(自己評価)授業後の肯定的
　評価の割合 80

88
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◆(中期)　災害や犯罪に対
　応する取組

◇年間計画に基づいて、実際に近い想定で確実に実施す
　る。（火災、地震、不審者侵入、引き取り、集団下
　校、暴風雨、セーフティ教室、自転車教室、交通安
　全教室）

○(児童アンケート)肯定的評
　価の割合
○(保護者アンケート)肯定的
　評価の割合

80

101

・目標値を明確化する。
・通信や連絡メールなどで生活リズムチェックへの取組み
への理解と協力をいただけるようにする。

◆(中期)　運動好きの児童
　の育成

◇ハッピーチューズデイを活用した外遊びの奨励、市内
　サッカー、ドッジボール大会参加などへ積極的な募
　集、なわとび集会、持久走週間、学級全員遊びの機
　会を充実させる。
◇ＯＪＴ夕会で体育指導を扱い、体育授業の充実を図
　る。

○新体力テストの結果
○(児童アンケート)肯定的評
　価の割合

80

94 A

・児童は、全員外遊びのルールを守っている。
・ＯＪＴ夕会での内容を生かして縄跳び指導を行ったこ
とで休み時間に縄跳びをする児童が増えた。
・特別支援教室でも体幹を鍛える内容を展開している。

・校内の決まりとして全員外遊びを継続する。
・ＯＪＴ夕会では、様々な種類の運動をテーマとする。
・新体力テストの結果を反映させた取組みが必要である。

・「めだか（聞く態度）」を全学級で統一して掲示する
など、各学級で指導している。
・黙って聞くことのできる児童が多い。
△聞いているが、内容が理解できていない（と思われ
る）児童も多い。

・静粛に全校朝会、児童集会を行える意識と行動力を学級
や学年で実践できるように指導を徹底する。
・話を聞いていても内容を理解できていない児童が見られ
るため話す・聞く学習の充実を図る。
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◆(短期)　「早寝、早起き、
　朝ご飯、歯磨き」の徹底

◇２学期、3学期に実施する生活リズムカードにより意
  識付けを図る。
◇各学年の目標値を明確に示し、８割以上の定着を図
　る。

○生活リズムの集計結果
○(児童アンケート)肯定的評
　価の割合
○(保護者アンケート)肯定的
　評価の割合

80

91 A

・生活リズムカードの取り組みによって、生活を見直せ
るよう、各学級で指導した。
△生活リズムカードの回収率が悪い。

・徳育科の授業などで挨拶について指導をしている。
・挨拶をすすんでする児童は増えている。
・代表委員会の活動を中心に、挨拶運動を進めている。
△挨拶を返さない児童もいる。

・徳育科の授業を通して、道徳的価値理解の理解を図り、
道徳的実践や道徳的習慣につなげる。
・委員長会議や五中校区の挨拶運動などを活用し、挨拶に
対する意識の向上と実践力を高める。

◆(中期)　特別支援を要す
　る児童への対応

◇特別支援コーディネーターを中心に学校（担任、学年
  主任、生活指導主任、養護教諭、ＳＣ、特支専門員、
  等）と保護者、外部機関（教育相談、医療、等）で適
  切な支援の共通理解を図る。
◇月１回開催する「特別支援校内委員会兼いじめ防止対
  策委員会」で、該当児童への支援の確認と協議を行
　う。

◆(短期)　話を一度で聞き
　取る子供の育成

◇「教室の中で話しているのは一人」の「教室」を、全
  校朝会、児童集会、学年集会、等の場に拡大し、推進
  する。

○(自己評価)肯定的評価の割
　合 80

90 A
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◆(中期)　いじめ撲滅への
　取組

◇週１回の生活指導夕会に合わせて、学年内で、いじめ
  認知の確認と、報告・協議を行う。
◇月１回開催する「特別支援校内委員会兼いじめ防止対
  策委員会」で、いじめ認知の確認と、報告・協議を行
  う。

○「ふれあい月間」の結果
○(自己評価)肯定的評価の
　割合
○(保護者アンケート)肯定
　的評価の割合

80

・担任、養護教諭、特別支援専門員、スクールカウンセ
ラー、巡回相談の先生と連携し、保護者面談等を行っ
た。
・特別支援校内委員会で、支援の必要な児童についての
情報共有を行った。

◆(中期)　思いやりの心を
　もち、明るい挨拶や会釈
　のできる子供の育成

◇「挨拶の励行」を推進する。（随時）
◇【徳育科】指導法、評価方法、指導資料の開発を柱
　に、豊かな心の育成を図る。

○(自己評価)児童の行動につ
　いての肯定的評価の割合
○(児童アンケート)肯定的評
　価の割合
○(保護者アンケート)肯定的
　評価の割合

80

A

・学力の定着に向け、日々指導の改善に取り組んでい
る。
・テストでは既習事項の定着がみられる。
△一方で継続した定着については不足している。
　（東京ベーシック・ドリルの結果より）

・八小スタンダード(課題解決型授業)の授業の更なる定着を図
る。
・ベーシックドリルの活用は今後も継続する。
・児童にとっての苦手意識をなくしていき、意欲を高められる
ように学習補充を行っていく。
・宿題の量を増やす。
・ノートの活用を図る。
・八小なるほど塾及び八小錬成塾を奨励する。

・八小なるほど塾や、夏の八小塾、低学年の基礎計算の
取り組みを継続して行っている。
・コミュニティの方と連携して取り組んでいる。

○(自己評価)肯定的評価の割
　合

80

98 A

・丸付けの方の人数を増やすために通知を複数回出した
り、連絡メールで手伝いを募集したりする。
・年度当初に計画的な募集を行い、今年度同様に予算を適
切に執行できるようにする。

・特別支援コーディネーターを中心に学校（担任、学年
  主任、生活指導主任、養護教諭、ＳＣ、特支専門員）と
保護者、外部機関で適 切な支援の共通理解を図る。
・特別支援校内委員会兼いじめ防止対 策委員会で、該当
児童への支援の共通理解を図る。
・個別の支援計画を作成し、中学校に引き継げるようにす
る。
・保護者への連絡が難しいが、こまめに連絡を入れてい
く。

87 A

103 A

・学年間で報告・連絡・相談を行い、情報共有をしてい
る。
・生活指導夕会や人材育成部会などで、学校全体で情報
を共有をしている。

・徳育授業の実践や生活指導を通した指導を今後も継続し
ていく。
週１回の生活指導夕会や月１回行う特別支援校内委員会兼
いじめ防止対策委員会、人災育成部会で情報を共有する。
・学年専科会において児童の様子について共通理解を図る
と共に、学年主任を中心として統一した生活指導を行う。
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《指導力の向上》
◆(中期)　学習意欲、思考
　力・判断力・表現力の向
　上
◆(中期)　知識・技能の確
　実な定着

◇授業改善推進プランに基づき、「学習意欲、思考力
  ・判断力・表現力」の向上と「知識・技能」の定着
  を図る。
◇東京ベーシック・ドリルの内容の、７割以上の定着
  を図る。

○(保護者アンケート)肯定的
　評価の割合
○第５学年都調査と類似問題
　の結果の比較
○ベーシック･ドリル診断テ
ス
　トＣの結果

80

83

《地域との連携》
◆(中期)　保護者・教育支
　援ボランティア(地域)を
　活用した共同的活動の推
　進

◇「繰り上がり」「繰り下がり」の徹底を図る。(基礎
  学力の定着)
◇「かけ算九九」(基礎学力の定着)…１１月、３学期末
◇「八小なるほど塾」(基礎学力の定着)…２学期に実施
　「詩の暗誦」(基礎学力の定着)

○「伸びゆく子」の評価

80

学校関係者評価

経営目標
（中期・短期を明記）

目標達成のための方策 評価指標
最終評価

評価点
（４点満
点）

目標値

令和元年度　　学校自己、及び、学校関係者評価表　１　　　　武蔵村山市立第八小学校　　

経営理
念 人間力を高め、夢と希望を育み、笑顔あふれる学校

自己評価
分析コメント(学校関係者評価委員会の意見、児童・生徒

評価、保護者評価等の意見について、参考にする。)
改善策(来年度の目標設定、具体記な取組目標)

様式４


